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ー
ム
支
援
を
本
発
表
会
の
主
旨
で

あ
る
「
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
」

に
繋
げ
、
よ
り
一
層
の
支
援
ス
キ

ル
の
向
上
を
図
っ
て
ほ
し
い
等
、

力
強
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
戴
し

た
。尚

、
二
日
間
の
発
表
会
に
お
け

る
最
優
秀
事
例
・
優
秀
事
例
の
詳

細
は
次
の
と
お
り
。

【
最
優
秀
賞
】

〇
栗
原
南
部
商
工
会

（
発
表
者

櫻　
　

和
宏　

主
任
主
査
）

支
援
テ
ー
マ

九
十
年
以
上
愛
さ
れ
る
看
板

商
品
で
豊
か
な
生
業
を
〝
と

り
も
ど
す
〟

【
優
秀
賞
】

〇
亘
理
山
元
商
工
会

（
発
表
者

小
川　
　

剛　

主
任
主
査
）

支
援
テ
ー
マ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
自
動
車

販
売
業
へ
転
身
～
創
業
者
へ

の
ト
ー
タ
ル
支
援
に
よ
る
信

頼
関
係
づ
く
り
～

〇
石
巻
か
ほ
く
商
工
会

（
発
表
者

江
口
慶
太
朗　

主
任
主
査
）

支
援
テ
ー
マ

十
三
浜
ブ
ラ
ン
ド
新
商
品
開

発
と
販
路
拡
大
支
援
～
伴
走

型
支
援
に
よ
る
意
識
改
革
を

目
指
し
て
～

これからの商店街のあり方について
クロストークを実施

十
一
月
二
十
二
日
、Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー

デ
ン
シ
テ
ィ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
仙

台
西
口
に
て
、
地
域
人
口
の
減
少

や
高
齢
化
等
の
地
域
商
店
街
が
抱

え
る
問
題
・
課
題
解
決
の
一
助
と

す
る
こ
と
を
目
的
に
地
域
商
店
街

活
力
向
上
講
演
会
を
開
催
し
た
。

第
一
部
の
講
演
で
は
、栗
原
市
・

六
日
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
三

浦
大
樹
氏
を
講
師
に
「
シ
ャ
ッ

タ
ー
街
か
ら
移
住
者
が
活
躍
す
る

商
店
街
へ
～
栗
原
市
・
六
日
町
通

り
商
店
街
再
生
へ
の
歩
み
～
」
と

題
し
講
演
い
た
だ
い
た
。

六
日
町
通
り
商
店
街
は
事
業
主

の
高
齢
化
に
よ
る
廃
業
が
進
み
始

め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
浦
氏
を

含
む
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
商

店
街
を
維
持
す
る
た
め
に
は
新
た

な
開
業
者
を
増
や
す
こ
と
が
必
要

と
考
え
、
移
住
者
が
開
業
し
や
す

い
よ
う
空
き
店
舗
の
紹
介
や
商
店

街
で
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
仕
掛

け
た
こ
と
な
ど
、
商
店
街
活
性
化

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
い
た
。
そ
の
地
道
な
活
動

が
実
り
、
八
年
間
で
二
十
一
店
舗

が
開
業
し
、
二
〇
二
一
年
に
は
中

小
企
業
庁
「
は
ば
た
く
商
店
街

三
〇
選
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

続
い
て
第
二
部
で
は
、
東
北

学
院
大
学
地
域
総
合
学
部
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
科
教
授 

柳
井
雅
也

氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、

第
一
部
で
講
演
い
た
だ
い
た
三
浦

大
樹
氏
と
六
日
町
合
同
会
社
代
表

社
員 

杉
浦
風
ノ
介
氏
に
よ
る
『
新

時
代
へ　

こ
れ
か
ら
の
商
店
街
の

あ
り
方
』を
テ
ー
マ
に
ク
ロ
ス
ト
ー

ク
を
実
施
。

こ
れ
か
ら
の
商
店
街
活
性
化
に

必
要
な
要
素
や
、
商
店
街
の
在
り

方
に
つ
い
て
の
想
い
を
語
っ
て
い

た
だ
い
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
商
店
街
振
興

で
取
り
入
れ
た
い
事
例
が
多
く
あ

り
勉
強
に
な
っ
た
。」
と
の
声
を

頂
き
、
大
変
有
意
義
な
講
演
会
と

な
っ
た
。

経
営
支
援
事
例
発
表
会
は
一
月

二
十
三
日
、二
十
四
日
の
二
日
間
、

「
夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ
」
を
会
場
に

宮
城
県
及
び
市
町
村
担
当
者
等
多

数
の
御
臨
席
の
も
と
、
開
催
さ
れ

た
。本

発
表
会
は
経
営
支
援
能
力
の

向
上
及
び
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有

を
目
的
に
毎
年
開
催
し
、
今
年
で

二
十
二
回
目
を
数
え
る
。
今
年
度

は
県
下
商
工
会
を
十
一
エ
リ
ア
に

再
編
し
た
「
伴
走
型
経
営
支
援
研

究
会
」
を
設
置
し
、
物
価
高
騰
・

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
、
深
刻
な

人
手
不
足
な
ど
の
影
響
に
よ
り
厳

し
い
経
営
環
境
を
乗
り
越
え
る
た

め
の
対
応
策
の
提
案
や
販
路
開

拓
、
事
業
承
継
等
に
取
り
組
ん
だ

事
例
、
会
員
企
業
が
抱
え
る
経
営

課
題
に
対
し
て
、
各
研
究
会
が
分

析
・
提
案
し
た
解
決
策
や
伴
走
型

支
援
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
支
援
成

果
に
つ
い
て
発
表
を
行
っ
た
。

今
回
、
最
優
秀
事
例
に
は
、
経

営
指
導
員
が
自
ら
事
業
者
に
働
き

か
け
、
事
業
者
の
強
み
と
成
果
を

生
み
出
す
「
強
み
発
見
型
ア
プ
ロ

ー
チ
」
か
ら
事
業
者
の
環
境
変
化

に
配
慮
し
つ
つ
生
業
の
継
続
に
向

け
た
「
問
題
点
検
型
ア
プ
ロ
ー

チ
」
に
支
援
方
針
を
転
換
す
る
こ

と
で
、
事
業
承
継
の
必
要
性
を
再

認
識
す
る
き
っ
か
け
に
繋
げ
た
栗

原
南
部
商
工
会
の
事
例
が
選
ば
れ

た
。審

査
員
か
ら
は
、
巡
回
訪
問
に

よ
る
日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
課
題
を
見
つ
け
、
事
業
者

と
一
緒
に
課
題
解
決
に
取
り
組
ん

だ
好
事
例
で
あ
っ
た
一
方
、
研
究

会
で
取
り
組
ん
だ
分
析
手
法
や
チ

最優秀事例を発表した
栗原南部商工会　櫻主任主査

研究・検討を重ねた支援事例を発表

シ
ャ
ッ
タ
ー
街
か
ら
移
住
者
が
活
躍
す
る
商
店
街
へ

シ
ャ
ッ
タ
ー
街
か
ら
移
住
者
が
活
躍
す
る
商
店
街
へ

栗
原
市
・
六
日
町
通
り
商
店
街
の
取
り
組
み
を
学
ぶ

栗
原
市
・
六
日
町
通
り
商
店
街
の
取
り
組
み
を
学
ぶ

︱︱
地
域
商
店
街
活
力
向
上
講
演
会

地
域
商
店
街
活
力
向
上
講
演
会
︱︱

事
業
者
の
本
質
的
課
題
へ

事
業
者
の
本
質
的
課
題
へ

対
処
す
る
た
め
の
伴
走
型
支
援

対
処
す
る
た
め
の
伴
走
型
支
援

︱
経
営
支
援
事
例
発
表
会
︱

︱
経
営
支
援
事
例
発
表
会
︱
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去
る
二
月
五
日
、
本
事
業
に
参

加
し
た
十
事
業
者
を
対
象
に
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
り
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

今
年
で
八
年
目
と
な
る
本
事
業

は
、
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
Ｄ

Ｘ
の
促
進
を
図
る
た
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

活
用
に
よ
る
新
た
な
販
路
拡
大
を

目
指
す
事
業
者
を
対
象
に
実
施
し

て
い
る
。
専
門
家
に
よ
る
経
営
戦

略
の
策
定
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
等
の
ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
か
ら
配

信
方
法
や
各
種
機
能
の
操
作
等
に

対
す
る
技
術
的
支
援
や
実
際
の
運

用
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
参
加

事
業
者
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
の
状
況

や
成
果
等
に
つ
い
て
発
表
い
た
だ

い
た
後
、
実
際
に
経
営
戦
略
策
定

を
支
援
し
た
専
門
家
の
デ
ィ
ア
・

テ
ラ
ス
㈱ 

佐
藤
賢
一
氏
と
、
技

術
的
支
援
を
行
っ
た
テ
ク
ノ
・
マ

イ
ン
ド
㈱
の
担
当
者
か
ら
、
参
加

事
業
者
の
取
組
み
に
対
す
る
講
評

や
見
え
て
き
た
問
題
・
課
題
の
解

決
策
等
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
活
用
は
予
約
受
付
や
サ
ー
ビ
ス

の
完
了
報
告
な
ど
の
顧
客
と
の
関

係
強
化
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
宣

伝
ツ
ー
ル
と
し
て
自
店
サ
ー
ビ
ス

の
見
え
る
化
に
つ
な
が
り
、
顧
客

満
足
度
の
向
上
と
多
く
の
新
規
顧

客
獲
得
に
つ
な
が
っ
た
」
と
い
っ

た
嬉
し
い
成
果
が
報
告
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
は
、

新
規
顧
客
の
獲
得
や
顧
客
の
囲
い

込
み
と
い
っ
た
販
路
開
拓
の
側
面

だ
け
で
は
な
く
、
予
約
管
理
に
よ
る

業
務
効
率
化
に
も
成
果
を
上
げ
る

な
ど
、好
事
例
が
増
え
て
き
て
い
る
。

Ｄ
Ｘ
へ
の
第
一
歩
と
し
て
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
佐

藤
創
で
す
。
今
回
の
事
例
は
、
柴

田
町
で
ラ
ー
メ
ン
店
を
開
業
し
た

「
ら
ぁ
め
ん
ソ
メ
イ
ヨ
シ
乃
」（
柴

田
町
船
岡
）
の
佐
藤
さ
ん
。

佐
藤
さ
ん
と
の
出
会
い
は
七
年

前
。
柴
田
町
商
工
会
の
創
業
セ
ミ

ナ
ー
で
当
方
が
講
師
を
務
め
た
際

に
、
佐
藤
さ
ん
が
受
講
し
た
の
が

最
初
。
勤
務
し
な
が
ら
ラ
ー
メ
ン

の
試
作
や
食
べ
歩
き
を
し
て
、
熱

心
に
研
究
し
て
い
る
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

令
和
三
年
、
創
業
に
踏
み
出
す

べ
く
当
拠
点
と
の
継
続
相
談
へ
。

佐
藤
さ
ん
が
考
え
る
人
気
店
の
条

件
で
あ
る
「
玄
人
向
け
ラ
ー
メ
ン

で
は
な
く
、
家
族
連
れ
で
立
ち
寄

れ
飽
き
の
こ
な
い
店
で
、
広
い
駐

車
場
が
あ
る
こ
と
」
を
実
現
し
、

金
融
機
関
に
も
事
業
コ
ン
セ
プ
ト

を
理
解
し
て
頂
け
る
よ
う
、
何
度

も
何
度
も
事
業
計
画
書
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
。

佐
藤
さ
ん
が
後
に
曰
く
、「
計

画
書
の
指
摘
を
何
度
も
直
し
な
が

ら
、
ま
る
で
令
和
の
虎
み
た
い
だ

と
思
っ
て
必
死
に
対
応
し
ま
し
た
。

あ
の
時
の
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
今

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
の

こ
と
。
令
和
の
虎
と
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
配
信
さ
れ
て
い
る
事

業
プ
レ
ゼ
ン
番
組
で
、
事
業
計
画

の
抜
け
漏
れ
を
厳
し
く
追
及
さ
れ

る
内
容
。

令
和
三
年
十
月
に
創
業
。
売
上

は
順
調
に
推
移
す
る
も
資
金
繰
り

や
コ
ス
ト
削
減
に
苦
慮
。
当
拠
点

で
設
備
投
資
を
含
め
た
追
加
融
資

の
た
め
の
計
画
策
定
や
、
損
益
状

況
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
な
が
ら
事
業

を
拡
大
。
つ
い
に
一
日
に
二
百
杯

以
上
販
売
す
る
繁
盛
店
と
な
り
、

令
和
六
年
に
法
人
成
り
も
果
た
し

ま
し
た
。

当
拠
点
で
は
皆
様
の
創
業
を
強

力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
ぜ

ひ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事
例

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事
例

当店のラーメンと暖簾（写真は当時のもの）

●
ロ
ー
ソ
ン

●味の素

仙台ホサナ教会●

●ダイアパレス上杉

●イースタンビル

地
下
鉄
北
四
番
丁
駅

上
杉
山
通

小
学
校

作並街道

奥
州
街
道

至
仙
台
駅

宮城県商工会
連合会

サテライトオフィス上杉
（プロスペール本田3F）

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
い
た
。
そ
の
地
道
な
活
動

が
実
り
、
八
年
間
で
二
十
一
店
舗

が
開
業
し
、
二
〇
二
一
年
に
は
中

小
企
業
庁
「
は
ば
た
く
商
店
街

三
〇
選
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

続
い
て
第
二
部
で
は
、
東
北

学
院
大
学
地
域
総
合
学
部
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
科
教
授 

柳
井
雅
也

氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、

第
一
部
で
講
演
い
た
だ
い
た
三
浦

大
樹
氏
と
六
日
町
合
同
会
社
代
表

社
員 

杉
浦
風
ノ
介
氏
に
よ
る
『
新

時
代
へ　

こ
れ
か
ら
の
商
店
街
の

あ
り
方
』を
テ
ー
マ
に
ク
ロ
ス
ト
ー

ク
を
実
施
。

こ
れ
か
ら
の
商
店
街
活
性
化
に

必
要
な
要
素
や
、
商
店
街
の
在
り

方
に
つ
い
て
の
想
い
を
語
っ
て
い

た
だ
い
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
商
店
街
振
興

で
取
り
入
れ
た
い
事
例
が
多
く
あ

り
勉
強
に
な
っ
た
。」
と
の
声
を

頂
き
、
大
変
有
意
義
な
講
演
会
と

な
っ
た
。

事業者の取り組みにアドバイスする
専門家等に至る

Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
へ
の
第
一
歩
！

Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
に
よ
る
成
果
検
証

〜
Ｓ
Ｎ
Ｓ
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
〜

Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
販
路
開
拓
支
援
事
業
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【
事
業
概
要
】

当
社
は
一
九
九
六
年
、
岩
沼
市

と
亘
理
町
で
創
業
し
ま
し
た
。
以

来
、「
き
ち
ん
と
し
た
仕
事
を
す

る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
」
と
し
て
お

客
様
か
ら
の
評
価
を
い
た
だ
け
る

よ
う
、
地
域
に
根
ざ
し
た
営
業
を

続
け
て
参
り
ま
し
た
。

二
〇
一
五
年
に
は
現
社
長
が
事

業
を
継
承
し
、
現
在
で
は
名
取

市
、
柴
田
町
、
村
田
町
、
角
田
市
、

丸
森
町
に
も
出
店
し
、
県
南
部
を

商
圏
と
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た

が
、
新
規
出
店
や
Ｉ
Ｔ
活
用
を
進

め
、
時
代
に
即
し
た
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
店
の
在
り
方
を
模
索
し
な
が
ら

前
進
し
て
い
ま
す
。

【
力
を
入
れ
て
取
組
ん
で
い
る
こ
と
】

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
最

も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ

フ
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
や
価
値

観
、
働
く
動
機
は
様
々
で
す
。
そ

の
一
人
ひ
と
り
違
う
幸
せ
の
総
量

を
い
か
に
大
き
く
で
き
る
か
を
最

優
先
に
考
え
て
い
ま
す
。子
育
て
、

収
入
、
時
間
、
親
の
介
護
、
趣
味

な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
が
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
に
会
社
と
し
て
ど
れ
だ

け
寄
り
添
い
、
応
援
で
き
る
か
を

常
に
話
し
合
い
な
が
ら
、
協
力
し

合
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

【
補
助
金
等
の
活
用
に
つ
い
て
】

補
助
金
申
請
の
際
は
、
岩
沼
市

商
工
会
の
支
援
を
受
け
て
経
営
計

画
書
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
小
規

模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
を
活
用

し
た
店
舗
看
板
の
更
新
や
顧
客
管

理
を
強
化
す
る
受
付
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
よ
り
新
規
顧
客
獲
得
や
利

便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
多

様
化
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
事
業
再

構
築
補
助
金
を
活
用
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
宣
伝
活
動
や
Ｄ
Ｘ
対
応
型

レ
ジ
の
導
入
。
更
に
は
環
境
に
優

し
く
生
産
性
の
高
い
業
務
用
乾
燥

機
を
導
入
し
、
新
し
い
商
圏
へ
の

出
店
を
進
め
る
こ
と
で
、
若
い
世

代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
顧
客
層

の
拡
大
と
利
益
率
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

【
今
後
の
展
望
】

営
業
時
間
が
限
ら
れ
る
実
店
舗

の
利
用
が
難
し
い
お
客
様
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
小
さ
な
店
舗
に
大

き
な
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
備
え
て
受

付
ス
タ
ッ
フ
が
リ
モ
ー
ト
で
接
客

す
る
省
力
化
店
舗
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ

て
は
、
働
く
場
所
や
時
間
に
と
ら

わ
れ
ず
よ
り
自
由
に
働
く
こ
と
が

で
き
、
お
客
様
に
と
っ
て
も
よ
り

幅
広
い
時
間
帯
で
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
実

現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
と
共

に
、
よ
り
多
く
の
お
客
様
に
ご
利

用
の
機
会
を
提
供
す
る
方
法
を
考

え
、
よ
り
良
い
職
場
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

工場での作業風景

事業再構築補助金を活用して
生産性の高い業務用乾燥機を導入

元気な事業所紹介

信頼と品質で地域に根ざし、
地域に密着して成長を目指すクリーニング店

株式会社モーム　代表取締役　鬼澤　聡　氏
住　所：岩沼市字東谷地168－3
ＴＥＬ：0223－34－9239　　E-mail：info@moom.co.jp　　Ｈ　Ｐ：https://moom.co.jp/

宮 城 県 火 災 共 済 協 同 組 合

自 動 車 共 済

そ の 他 共 済

―§ 宮 城 の 中 小 企 業 を 応 援 し ま す §―

火災共済 な い ふ る 共 済
( )

休業対応応援共済
お問い合わせ・お申込みは お 近 く の 商 工 会 へ
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以前、本コーナーにて環境の変化にアジャストし
ていくためには、「これまで」よりも「これから」が
大事、といった考え方を紹介しました。今回はその
ために必要な行動について、前号の論調を踏まえな
がら触れてみたいと思います。

▶ 未来を見据えた行動の重要性
未来を見据えた行動は、計画的で戦略的なアプロ

ーチを意味し、目標に向かって確実に進むための指
針となります。環境の変化や市場ニーズに合わせて
柔軟に対応することも重要です。これには、市場動
向の分析、競合他社の動向、技術革新への対応、人
材育成など多くの側面が含まれます。
また、個人にとっては、自己成長やキャリアの構
築において未来を見据えた行動をとることで、目標
を達成し成功を収めることに繋がる要因のひとつに
もなり得るのではないでしょうか。

歴史の中で成功した勝者たちは、果敢な決断やチ
ャンスを見極める能力、そしてリーダーとしてのビ
ジョンを持っていた者が多く、敗者たちには謙虚さ
や柔軟性に加え、自己を省みる精神が希薄だったよ
うに感じます。
視点を換えれば、勝者たちは謙虚であり、そして

自らを律することで正しい道を進んできたケースが
多く、変化に対応し、新たな状況に適応する能力を
有していた一方、敗者たちはこれまでの考え方や行
動に固執しすぎたり、変化を避けたりしたことで災
いしてきたとも考えられます。現代においても自ら
の立場や功績を過大評価しすぎず、常に自分自身を
律し、自己を磨き、組織やチームを率いる力を養う
ことが重要だと言えそうです。
リーダーシップと組織の成功は密接であり、その
重要性は明らかです。歴史から学ぶリーダーシップ
は単なる指揮命令ではなく、組織やチームを導く能
力であると同時に、信頼と尊重を築くことだと教え
てくれているようです。リーダーシップには柔軟性
と環境適応能力が不可欠ですね。

宮城県商工会連合会嘱託専門指導員
中小企業診断士　工　藤　弘　之
専門分野は事業連携・生産革新。中核的支援
機関で中小企業者等の経営革新や創業支援に
従事。令和 4年 4月から現職。

事業価値を高める
～変化  先取り  ひと工夫  新たな事業活動にチャレンジ～

—ワンポイント経営アドバイス—

自由闊達

商工貯蓄共済制度
生命保障・貯蓄・融資が一体となった商工会会員（会員の家族および従業員を含む）の共済制度です。
月額掛金　1口 2,000円~30口 60,000円
加入期間　10年間　　5年間
保険金　　年令により1口25万円~100万円
※引受保険会社：ジブラルタ生命保険㈱

将来の資金づくりに最適 手軽に事業資金を調達 家族みんなの確かな安心
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令和６年度・補正予算

国の中小・小規模事業者向け
各種補助事業のごあんない

ご相談は

お近くの

商工会へ！

１．中小企業新事業進出補助金（新規）

企業の成長・拡大に向けた新規事業への挑戦を行う中小企業・小規模
事業者が、既存の事業とは異なる新市場・高付加価値事業へ進出する際
にかかる設備投資等を支援します！

✓補助上限額　７，０００万円（下限は７５０万円）　✓補助率　1/2

✓対象経費 建物費、構築物費、機械装置・システム構築費 など

補助金の

詳しい内容は

←こちらから

申請には付加価値額、給与

支給総額の年平均伸び率
等各種要件がございます。

中小企業・小規模事業者等の生産性向上や持続的な賃上げに向けた
新製品・新サービスの開発に必要な設備投資等を支援します！

２．ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金 ものづくり補助金

専用サイトは

←こちらから

✓補助額 ７５０万円～２，５００万円

✓補助率 中小企業者：1/2 小規模事業者、再生事業者：2/3

✓対象経費 機械装置・システム構築費（必須）、技術導入費、運搬費 等

補助額・補助率等（製品・サービス高付加価値化枠）

その他、海外事業の実施で
国内生産性向上を目指す

「グローバル展開型」も

ございます。

小規模事業者等の生産性向上と持続的発展を図ることを目的とし、持続
的な経営に向けた経営計画に基づく販路開拓等の取り組みを支援します！

３．小規模事業者持続化補助金

✓補助額 ５０万円（インボイス、賃上げ各特例要件を満たす場合上限額上乗せ）

✓補助率 ２/３（賃上げ特例のうち、赤字事業者は 3/4）

✓対象経費 機械装置等費、広報費、ウェブサイト関連費 等

補助額・補助率等（通常枠）

その他、創業後３年間の

事業所を支援する
「創業型」もございます。

補助金の

詳しい内容は

←こちらから

業務の効率化やＤＸの推進、セキュリティ対策に向けたＩＴツール等の導
入費用を支援します。インボイス対応にも活用でき、小規模事業者は補助率
が優遇されます！

４．ＩＴ導入補助金

✓補助額 ３５０万円（下限はありません）✓補助率 １/２～４/５

✓対象経費 ソフトウェア（会計・受発注ソフト他）、

ハードウェア（レジ・券売機他） 等

補助額・補助率等（インボイス枠）

その他、「通常枠」「複数社

連携ＩＴ枠」「セキュリティ対
策推進枠」もございます。

ＩＴ導入補助金

専用サイトは

←こちらから

５年以内に事業承継を予定している場合の設備投資、Ｍ＆Ａ時の専門家
活用に係る費用、事業承継・Ｍ＆Ａに伴う廃業等に係る費用等幅広く支援
いたします！

５．事業承継・Ｍ＆Ａ補助金

✓要 件 ５年以内に親族内承継又は従業員承継を予定している者

✓補助額 80０万円～１，０００万円 ✓補助率 １/２（小規模事業者は 2/3）

✓対象経費 設備費、産業財産権等関連経費、外注費、委託費 等

補助額・補助率等（事業承継促進枠）

補助金の

詳しい内容は

←こちらから

その他、「専門家活

用枠」「PMI推進枠」

「廃業・再チャレンジ

枠」もございます。
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中小企業大学校仙台校　２０２５年度 上期　研修のご案内
人材は、磨いて初めて 「人財」 になります。 成長が期待される時代。御社の発展のため、仙台校をご活用ください。

申 込

TEL：０２２-３９２-８８１1 FAX：022-392-8812 仙台校 検索独立行政法人中小企業基盤整備機構
中小企業大学校仙台校

コースＮｏ．
日数 定員 受講料

工場管理者養成コース(第31期） ２５－５１

18日 20名 182,000円 2025/7/1 ～ 2025/12/18

経営管理者養成コース（第33期） ２５－５２

24日 20名 298,000円 2025/8/5 ～ 2026/1/23

２５－０１

3日 40名 32,000円 2025/4/15 ～ 2025/4/17

２５－０２

3日 35名 32,000円 2025/4/22 ～ 2025/4/24

２５－０３

3日 35名 32,000円 2025/5/12 ～ 2025/5/14

２５－０６

3日 40名 32,000円 2025/5/27 ～ 2025/5/29

２５－１４

3日 35名 32,000円 2025/7/8 ～ 2025/7/10

２５－１５

3日 30名 32,000円 2025/7/23 ～ 2025/7/25

２５－１２

1日 30名 16,000円 2025/7/3

２５－２０

2日 20名 22,000円 2025/9/8 ～ 2025/9/9

２５－０４

3日 35名 32,000円 2025/5/20 ～ 2025/5/22

２５－０８

2日 35名 22,000円 2025/6/4 ～ 2025/6/5

２５－１１

2日 30名 22,000円 2025/6/24 ～ 2025/6/25

２５－１７

3日 35名 32,000円 2025/8/19 ～ 2025/8/21

２５－１９

2日 30名 22,000円 2025/8/28 ～ 2025/8/29

２５－２１

2日 25名 22,000円 2025/9/11 ～ 2025/9/12

２５－１０

2日 20名 22,000円 2025/6/18 ～ 2025/6/19

２５－０５

1日 35名 16,000円 2025/5/21

２５－１６

3日 30名 32,000円 2025/7/23 ～ 2025/7/25

２５－０９

2日 30名 22,000円 2025/6/10 ～ 2025/6/11

２５－１８

2025/8/20 ～ 2025/8/21

2025/9/19

２５－２３

2025/9/24 ～ 2025/9/25

2025/10/24

２５－０７

2日 25名 22,000円 2025/5/27 ～ 2025/5/28

２５－１３

3日 20名 32,000円 2025/7/8 ～ 2025/7/9

2025/8/27

２５－２２

2日 30名 22,000円 2025/9/16 ～ 2025/9/17

研修
分野

テ－マ　
内容

期間

決算書の見方を理解し、経営状態や資金の流れ、収益構造を把握する勘所を理解す
るとともに、客観的な評価である自社の「経営数字」を実務に活かす方法やポイントに
ついて1日で学びます。【岩瀬学】

　注）日程・講義内容等は都合により変更する場合がございます。　

新任の営業担当者やスタッフを対象にして、顧客や場面に応じた効果的な営業活動を
行う上で必要となる基本知識や営業手法について学びます。また、自身の課題整理
や、今後の営業力を高めるためのプラン作りに取り組みます。【菅生將人】

はじめて学ぶ！営業活動のイロハ講座
（仙台まちなかキャンパス）

若手現場リーダー研修
（仙台まちなかキャンパス）

１日で学ぶ！はじめての経営数字　　　　　　　　　　 　
（仙台まちなかキャンパス）

生産現場でチームの中心として業務を推進していくことが期待される若手現場リー
ダーを対象に、生産現場の問題点や業務改善の着眼点の考え方、業務を円滑に行う
ためのコミュニケーション手法について学びます。【藤尾翔太】

はじめて学ぶ！現場改善入門講座　　　　　　　　　　　
(仙台まちなかキャンパス）

(仙台まちなかキャンパス）

マーケティングの基礎知識を理解した上で、事業活動を取り巻く社内外の環境分析の
進め方について、インターバル期間に営業活動を実践しながら自社の新規顧客を獲
得していく具体策について学びます。　【佐藤康二】                                         
＜2+1日間のインターバル研修＞

営
業
・
マ

ケ
テ

ン
グ 3日 20名 32,000円

成果が出る！提案営業の実践法
（仙台まちなかキャンパス） 具体的な解決策を提案することで顧客満足を実現させる手法や、仕組みを組織に定

着させるポイントを学びます。また、インターバル期間を活用して、前半の学びを営業
活動に取り入れて試行し、今後の実践力の更なる強化につなげます。
【東條裕一】  ＜2+1日間のインターバル研修＞

管
理
者
養
成

工場管理の基本に始まり、管理者の役割、生産性向上、コストダウン、納期確保、品
質管理などの手法を、講義や演習、グル－プごとの担当講師による個別指導で体系
的に学び、自社課題研究にも取り組み現場改革を担える工場管理者を養成します。
[3日間×6ヶ月]【高田忠直･佐藤直樹･佐藤勝幸・赤木秀幸】
財務、人事、マーケティング、経営戦略、管理能力等を、講義やグループ演習、事例研
究で体系的に学び、担当講師による個別指導で自社課題研究に取り組むことで会社
の中枢を担う経営管理者を養成します。
[4日間×6ヶ月]【渡辺進也･新井美砂･久保道晴･菅生將人他】

中小企業が限られた人材を“戦力”へと育成していくための視点や手法を理解し、強い
組織を作り上げるための人材育成の進め方について演習や事例を交えて学んでいた
だき、現場での実践を十分に想定した自社の人材育成プランを検討します。　
【鯨井文太郎】

人
事
・

組
織

中堅管理者研修（１）

経営トップセミナーⅠ(生成AI活用の基本)

リーダーシップ強化講座（１）

今日からはじめるDX・IT活用の進め方
 （仙台まちなかキャンパス）

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

「心理的に不安な状態」を理解し、まずは自分自身の不安への対処法を知り、そして、
部下が安心して動ける「場」や「しかけ」を具体的に学びます。これらを通して、「働き甲
斐のある職場」そして「成果が出るチーム」の実現を目指します。　　　　　　　　
【鯨井文太郎】

'管理者に求められるリーダーシップの知識・スキルを理解し、効果的に発揮する方法
について、演習を交えて学びます。【飯山晄朗】

人材育成の計画づくりと効果的な実践法　　　　　　　
(仙台まちなかキャンパス）

新任管理者から中堅管理者へと脱皮しより高いマネジメント能力を得るために、基本
となるマネジメントスキルに加え職場でおきる問題に対応できる応用力を身につけま
す。また、中堅管理者として、自身の成長を組織に波及させていくためのアクションプ
ランを作成します。【佐藤康二】

生成AIについて詳しく学ぶことで、業務品質向上や作業効率化、人手不足対応などに
ついて、活用を検討し、少ない情報、資源からより良いものや方法を作り出す過程を
学び、自社での導入可能性を模索します。 【岩岡博徳】

若手リーダーのステップアップ講座（１）

組織を活性化させるファシリテーション力強化講座
（仙台まちなかキャンパス）

組織の力を最大限に引き出し、合理的で納得感のある意思決定や問題解決に導く
ファシリテーションの意義と効果を理解した上で、演習を交えてファシリテーションスキ
ルの基本を習得し、職場で実践するためのポイントを学びます。【古波倉正嗣】

実践で学ぶ！部下指導の考え方・進め方 部下指導の基本的な考え方を理解した上で、部下の自発性や創造性を柔軟かつ効果
的に引き出すための指導の実践法について、さまざまな演習を交えて幅広く学びま
す。【溝井伸彰】

はじめて学ぶ！実践的仕事管理術
（仙台まちなかキャンパス）

チームや組織での業績目標を達成していくために、「計画」「時間」「成果」の視点で業
務プロセスを管理する方法や、管理の仕組みを組織に定着化させていくための実践ポ
イントについて、演習を交えながら具体的に学びます。【平井彩子】

部下指導のためのコーチング
(仙台まちなかキャンパス） 部下指導の基本的な考え方と、部下のやる気を引き出すコーチングを演習を交えて学

ぶとともに、部下育成プランの作成に取り組みます。【中野俊宏】

女性リーダー養成講座 女性リーダーや若手女性社員が職場でイキイキと働き、信頼されるリーダーへと成長
を遂げていくために必要なビジネススキルの向上策について、演習を交えながら実践
的に学びます。【安部博枝】

管理者がチームメンバー個々のやる気を引き出し、チームとしての力を最大限に発揮
して着実に成果を上げるために必要なチームの作り方について、講義と演習を交えな
がら学びます。【古波倉正嗣】

中堅リーダーのビルドアップ講座
（チームビルディング編）(仙台まちなかキャンパス）

中小企業・小規模事業者が自社の経営課題を俯瞰的に業務課題として整理・見える
化し、自社のDX・IT活用の進め方について演習を交えながら学びます。
【今井進太郎】

新任管理者研修（１） 管理者に求められる役割について理解した上で、管理者として必要となるマネジメント
の知識・スキルを学び、自身にあったリーダーシップのスタイルを把握し、その発揮に
向けたアクションプランの策定に取り組みます。【波多野卓司】

階
層
別 新任管理者のためのマネジメント研修（１） 管理者・リーダーに求められる役割を理解した上で、部下指導や業績管理を中心とし

たマネジメントの基礎知識や具体的な実践方法について演習を交えて学び、職場の
活力と成果を高めるポイントをつかみます。【鯨井文太郎】

企
業
経
営
・

経
営
戦
略

新規顧客を獲得するマーケティング講座
（仙台まちなかキャンパス）

基本がよく分かる決算書の読み方講座

心理的安全性の高い組織づくり
（仙台まちなかキャンパス）

職場の若手リーダーが企業の発展を支える「自立型人間」へと飛躍するために、自身
の将来の理想像を思い描き、その実現に必要となる前向きな考え方や行動について、
演習を交えながら具体的に学びます。【古林恵美】

現場でのムリ・ムダ・ムラを発見し、整理・整頓・清掃・清潔・躾(5S)と見える化を実現す
る手順を学び、自社・自部門の現場改善と改善活動定着手法を身に着けます。
【古澤智】

生
産
管
理

'現場の作業者の主体性や意欲を引き出し、安全かつ効率的な労働環境を作り上げて
いくために必要となる現場改善手法の具体的な実践ポイントについて、事例紹介や自
社演習等を交えながら学びます。【古澤智】＜2+1日間のインターバル研修＞

決算書の仕組みや用語の意味、数字の流れを理解した上で、決算書から企業の経営
体質や今後の課題を読み解くポイントについて、モデル決算書を用いた演習で実際の
企業活動との連動をイメージしながら具体的に学びます。【鯨井文太郎】

財
務

管
理

はじめて学ぶ！５Ｓの考え方・進め方

3日 20名 32,000円
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二
月
十
二
日
、
ホ
テ
ル
白
萩
に

お
い
て
、
商
工
会
青
年
部
員
経
営

力
向
上
研
修
会
を
県
下
青
年
部
員

五
十
五
名
参
加
の
も
と
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
瀬
戸
口
仁
氏

を
講
師
に
迎
え
開
催
し
た
。

瀬
戸
口
氏
よ
り
「
人
間
関
係
構

築
力
～
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

達
人
に
な
れ
る
５
つ
の
柱
～
」
と

題
し
て
お
話
し
い
た
だ
き
、
①
相

手
の
こ
と
を
知
る
、
②
相
手
の
言

い
た
い
こ
と
を
知
る
（
聞
く
内
容

を
固
め
る
）、
③
相
手
と
の
「
共

通
点
」
を
探
る
、
④
聞
く
（
聞
き

出
す
）
た
め
の
十
二
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
、⑤
そ
の
日
の
う
ち
に
必
ず「
御

礼
メ
ー
ル
」
を
送
る
と
い
う
五
つ

の
柱
に
つ
い
て
、
隣
席
の
二
人
一

組
で
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。

協会けんぽの加入者・事業主の皆さまへ

元気に働き続けるためには日々の健康が大切。しかも、健康であるほど、健康保険料率の伸び
が抑えられます。自分らしく、安心して働けるように健康づくりをはじめましょう︕

↓詳しくはこちら↓

令和7年3月分(4月納付分)より、協会けんぽ宮城支部の
健康保険料率と介護保険料率（全国一律）が変更となります

お問い合わせ先 ： 協会けんぽ宮城支部 企画総務グループ（ 022-714-6850 ※音声ガイダンス「4」を選択ください）

10.01％

1.60％
※健康保険料率は0.1％引き上げとなり、介護保険料率は0.01％引き下げとなります。

10.11％ 1.59％

人
間
関
係
構
築
力
ア
ッ
プ
の

知
恵
と
コ
ツ
を
学
ぶ

︱
商
工
会
青
年
部
員
経
営
力
向
上
研
修
会
︱

そ
の
中
で
、
相
手
と
同
調
す
る

行
為
で
あ
る
「
ミ
ラ
ー
リ
ン
グ
」

を
行
う
こ
と
や
、
相
手
と
話
す
こ

と
が
尽
き
そ
う
な
時
は
、
不
満
・

不
具
合
・
不
愉
快
・
不
便
・
不
安

な
ど
の
「
不
」
に
注
目
し
会
話
を

進
め
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
紹
介
い

た
だ
い
た
他
、「
な
る
ほ
ど
」「
た

し
か
に
」「
そ
う
で
す
ね
」
と
い
っ

た
相
槌
を
上
手
に
使
う
こ
と
や
、

プ
ラ
ス
の
言
葉
の
最
上
級
と
言
わ

れ
る
「
あ
り
が
と
う
」
を
多
用
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
講
演
い

た
だ
い
た
。

続
い
て
、
栗
原
南
部
商
工
会 

渡
邉
登
部
長
よ
り
青
年
部
活
動
事

例
報
告
が
行
わ
れ
、
他
青
年
部
の

事
業
に
つ
い
て
参
加
者
全
員
で
情

報
共
有
を
図
る
な
ど
、
研
修
会
は

盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

二
月
十
九
日
、
仙
台
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
を
会
場
に
一
〇
〇
名
の
部

員
参
加
の
も
と
商
工
会
女
性
部

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催
し
た
。

講
師
の
Ｉ
Ｔ
エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
ス

ト
若
宮
正
子
氏
よ
り
、「
実
り
多

い
豊
か
な
人
生 

私
は
創
造
的
で

あ
り
た
い
」
と
題
し
、
交
通
機
関

の
乱
れ
に
よ
り
急
遽
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

若
宮
氏
は
八
十
一
歳
で
ア
イ

フ
ォ
ン
向
け
の
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ

「hinadan

」
を
開
発
し
、
翌
年
に

は
国
連
社
会
開
発
委
員
会
で
高
齢

者
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信

技
術
）の
重
要
性
を
英
語
で
ス
ピ
ー

チ
。
現
在
も
年
間
百
四
十
回
を
超

え
る
講
演
活
動
を
続
け
て
い
る
。

研
修
会
で
は
若
宮
氏
が
考
え

る
、
人
生
一
〇
〇
年
時
代
を
生
き

る
た
め
に
大
切
な
こ
と
に
つ
い

て
、
人
工
知
能
と
の
付
き
合
い
方

等
を
含
め
て
お
話
し
い
た
だ
い

た
。参

加
者
は
新
た
な
挑
戦
を
続
け

る
若
宮
氏
の
お
話
し
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
い

つ
か
ら
で
も
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
。
自
分
も
ま
だ
ま

だ
頑
張
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
っ
た
。」
等
の
前
向
き
な
感
想

を
多
く
い
た
だ
き
、
大
変
有
意
義

な
研
修
会
と
な
っ
た
。

オンラインで開催した研修会

コミュニケーション力向上
テクニックを説く瀬戸口氏

「
人
生
一
〇
〇
年
時
代
」を
有
意
義
に

楽
し
く
生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る

︱
商
工
会
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
︱


